
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【請求項２】
　

【請求項３】
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第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第二の幅の写真
フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置において、
前記第一の幅の写真フィルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィルムを通
すための第二レーンとを有するキャリアが設けられ、
前記キャリアを移動させて、所定の焼付位置に前記第一レーン及び前記第二レーンを切り
換えて配置でき、
前記焼付位置に配置されたレーンに誤った幅の写真フィルムが誤挿入されたことを検出す
る誤挿入検出手段を有する写真焼付装置。

第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第二の幅の写真
フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置において、
前記第一の幅の写真フィルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィルムを通
すための第二レーンとを有するキャリアが設けられ、
前記キャリアを移動させて、所定の焼付位置に前記第一レーン及び前記第二レーンを切り
換えて配置でき、
前記焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィルムが誤挿入されたことを検
出する誤挿入検出手段を有する写真焼付装置。



　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第二の
幅の写真フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置に関する発明である。
【０００２】
【従来の技術】
従来、第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第二の幅の
写真フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置は、第一の幅の写真フィルムを通すため
のレーンを有するネガキャリアと、前記第二の幅の写真フィルムを通すためのレーンを有
するネガキャリアとを、焼付露光する写真フィルムの幅に応じて交換して使用していた。
例えば、１３５サイズの写真フィルムから焼付露光できるし、ＩＸ２４０規格を満たす写
真フィルム（１３５サイズの写真フィルムと幅が異なる。）からも焼付露光できる写真焼
付装置は、１３５サイズの写真フィルムを通すためのレーンを有するネガキャリアと、Ｉ
Ｘ２４０規格を満たす写真フィルムを通すためのレーンを有するネガキャリアとを、焼付
露光する写真フィルムの幅に応じて交換して使用していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来のように、前記第一の幅の写真フィルム（例えば、１３５サイズの写真フィルム）を
通すためのレーンを有するネガキャリアと、前記第二の幅の写真フィルム（例えば、ＩＸ
２４０規格を満たす写真フィルム）を通すためのレーンを有するネガキャリアとを、焼付
露光する写真フィルムの幅に応じて入れ換えて使用するのでは、第一の幅の写真フィルム
（例えば、１３５サイズの写真フィルム）からのプリント量が殆どである場合はあまり問
題がないが、第二の幅の写真フィルム（例えば、ＩＸ２４０規格を満たす写真フィルム）
からのプリント量が増加すると、度々、キャリアを交換しなければならず、作業性が悪か
った。
【０００４】
そこで、前記第一の幅の写真フィルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィ
ルムを通すための第二レーンとを有するキャリアを設け、前記キャリアを移動させて、所
定の焼付位置に前記第一レーン及び前記第二レーンを切り換えて配置できるようにして、
作業性を悪くさせるキャリアの交換を不要にすることを考えた。
【０００５】
本発明は、第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第二の
幅の写真フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置において、前記第一の幅の写真フィ
ルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィルムを通すための第二レーンとを
有するキャリアが設けられ、前記キャリアを移動させて、所定の焼付位置に前記第一レー
ン及び前記第二レーンを切り換えて配置できる写真焼付装置に、さらに付加価値を付ける
ことを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の目的は、特許請求の範囲の各請求項に記載の発明を特定するために必要な事項の
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第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第二の幅の写真
フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置において、
前記第一の幅の写真フィルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィルムを通
すための第二レーンとを有するキャリアが設けられ、
前記第一レーン及び前記第二レーンの各入口に写真フィルムが挿入されたことを検出する
挿入検出センサが備えられており、
前記挿入検出センサによる検出結果に基づいて、前記キャリアを自動的に移動させて、所
定の焼付位置に前記第一レーン及び前記第二レーンを切り換えて配置させる手段を有する
写真焼付装置。



全てにより達成される。以下、各請求項を説明し、その後に共通する事項について説明す
る。なお、各請求項の説明において、引用項の説明と重複する説明は省略する。
【００２７】
〔請求項 『第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第
二の幅の写真フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置において、
前記第一の幅の写真フィルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィルムを通
すための第二レーンとを有するキャリアが設けられ、
前記キャリアを移動させて、所定の焼付位置に前記第一レーン及び前記第二レーンを切り
換えて配置でき、
少なくとも前記焼付位置に配置されたレーンにおいて誤った幅の写真フィルムが誤挿入さ
れた場合、誤った幅の写真フィルムが誤挿入されたことを検出する誤挿入検出手段を有す
る写真焼付装置。』
請求項 記載の発明により、少なくとも前記焼付位置に配置されたレーンにおいて誤っ
た幅の写真フィルムが誤挿入された場合、誤った幅の写真フィルムが誤挿入されたことを
検出するので、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィルムから
焼付露光されることを防止することができる。
　なお、『前記誤挿入検出手段により誤挿入されたことが検出されると、警告する警告手
段を有する』ことにより、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フ
ィルムから焼付露光されることを防止するようにしてもよいし、『前記誤挿入検出手段に
より誤挿入されたことが検出されると、焼付露光を禁止する禁止手段を有する』ことによ
り、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光さ
れることを防止するようにしてもよいし、『前記誤挿入検出手段により誤挿入されたこと
が検出されると、写真フィルムを当該レーンから排出する排出手段を有する』ことにより
、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光され
ることを防止するようにしてもよいし、その他の形態で写真フィルムを誤ったレーンに挿
入された状態で、この写真フィルムから焼付露光されることを防止するようにしてもよい
。
【００２８】
なお、『前記誤挿入検出手段により誤挿入されたことが検出されると、警告する警告手段
を有する』ことにより、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィ
ルムから焼付露光されることを防止するようにしてもよいし、『前記誤挿入検出手段によ
り誤挿入されたことが検出されると、焼付露光を禁止する禁止手段を有する』ことにより
、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光され
ることを防止するようにしてもよいし、『前記誤挿入検出手段により誤挿入されたことが
検出されると、写真フィルムを当該レーンから排出する排出手段を有する』ことにより、
写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光される
ことを防止するようにしてもよいし、その他の形態で写真フィルムを誤ったレーンに挿入
された状態で、この写真フィルムから焼付露光されることを防止するようにしてもよい。
【００２９】
〔請求項 『第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第
二の幅の写真フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置において、
前記第一の幅の写真フィルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィルムを通
すための第二レーンとを有するキャリアが設けられ、
前記キャリアを移動させて、所定の焼付位置に前記第一レーン及び前記第二レーンを切り
換えて配置でき、
前記焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィルムが誤挿入されたことを検
出する誤挿入検出手段を有する写真焼付装置。』
請求項 記載の発明により、焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィル
ムを挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止す
ることができる。
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【００３０】
なお、『前記誤挿入検出手段により誤挿入されたことが検出されると、警告する警告手段
を有する』ことにより、焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィルムを挿
入された状態で、この写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止するよう
にしてもよいし、『前記誤挿入検出手段により誤挿入されたことが検出されると、焼付露
光を禁止する禁止手段を有する』ことにより、焼付位置に配置されたレーンと異なるレー
ンに写真フィルムを挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光しようとするミス
の発生を防止するようにしてもよいし、『前記誤挿入検出手段により誤挿入されたことが
検出されると、写真フィルムを当該レーンから排出する排出手段を有する』ことにより、
焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィルムを挿入された状態で、この写
真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止するようにしてもよいし、その他
の形態で焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィルムを挿入された状態で
、この写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止するようにしてもよい。
【００３１】
〔請求項 〕『第一の幅の写真フィルムから焼付露光できるし、前記第一の幅と異なる第
二の幅の写真フィルムからも焼付露光できる写真焼付装置において、
前記第一の幅の写真フィルムを通すための第一レーンと前記第二の幅の写真フィルムを通
すための第二レーンとを有するキャリアが設けられ、
前記第一レーン及び前記第二レーンの各入口に写真フィルムが挿入されたことを検出する
挿入検出センサが備えられており、
前記挿入検出センサによる検出結果に基づいて、前記キャリアを自動的に移動させて、所
定の焼付位置に前記第一レーン及び前記第二レーンを切り換えて配置させる手段を有する
写真焼付装置。』
請求項 に記載の発明により、焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィル
ムを挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止で
き、また、人手によって、前記キャリアを移動させて、所定の焼付位置に前記第一レーン
及び前記第二レーンを切り換えて配置する労力が不要となる。
【００３２】
〔用語などの説明〕
レーンとは、写真フィルムの通路のことである。そして、レーンとしては、写真フィルム
の表面及び裏面の少なくとも一方から写真フィルムを案内するガイドを有することが好ま
しく、また、レーンとしては、写真フィルムの両側端を規制する規制ガイドを有すること
が、焼付位置に写真フィルムの幅方向の位置を規制でき、好ましい。
【００３３】
キャリアとは、写真フィルムを通すためのレーンを有し、所定の焼付位置に写真フィルム
に記録された駒画像を適切な向きに位置させるためのものである。
【００３４】
焼付位置とは、写真フィルムに記録された駒画像から焼き付けるために写真フィルムに記
録された駒画像を位置させる写真焼付装置での位置のことである。
【００３５】
マスクとは、この孔を通して写真フィルムに記録された駒画像から焼き付けるために、前
記焼付位置に配置されたレーンの前記焼付位置に設けられた孔のことである。
【００３６】
プリントサイズとは、焼付露光時に、焼付露光されるプリント用感光材料上に結像される
写真フィルムの駒画像の像のサイズのことで、焼付露光されるプリント用感光材料のサイ
ズと完全に一致させれば、縁無しのノートリミングのプリントを得ることができ、焼付露
光されるプリント用感光材料のサイズより小さいサイズであれば、縁有りのノートリミン
グプリントを得ることができ、焼付露光されるプリント用感光材料のサイズより大きけれ
ば、縁無しでトリミングプリントを得ることができる。
【００３７】
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１３５サイズの写真フィルムは、幅約３５ｍｍの写真フィルムであり、通常、約３６ｍｍ
（長尺方向）×約２４ｍｍ（幅方向）のサイズの長方形の駒画像（フルサイズ）が長尺方
向に並べられて記録されているが、場合により、約３６ｍｍ（長尺方向）×約１２ｍｍ（
幅方向）のサイズの長方形の駒画像（パノラマサイズ）が記録されたり、約１６ｍｍ（長
尺方向）×約２４ｍｍ（幅方向）のサイズの長方形の駒画像（ハーフサイズ）が記録され
たりする。
【００３８】
ＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムは、幅約２４ｍｍの写真フィルムであり、約３０ｍ
ｍ×約１７ｍｍのサイズの長方形の駒画像（フルサイズ）が長尺方向に並べられて記録さ
れている。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下に本発明に関する具体例の一例を実施形態として示すが、本発明はこれらに限定され
ない。また、実施形態には、用語等に対する断定的な表現があるが、本発明の好ましい例
を示すもので、本発明の用語の意義や技術的範囲を限定するものではない。
【００４０】
実施形態１
本実施形態の写真焼付装置は、第一の幅の写真フィルムである１３５サイズの写真フィル
ム（幅は約３５ｍｍである）から焼付露光できるし、この第一の幅と異なる第二の幅の写
真フィルムであるＩＸ２４０規格を満たす写真フィルム（幅は約２４ｍｍである）からも
焼付露光できる写真焼付装置である。先ず、本実施形態の写真焼付装置の概略構成につい
て、本実施形態の写真焼付装置の概略構成図である図１に基づいて説明する。
【００４１】
キャリア３は、第一レーン１と第二レーン２とを有し、焼付位置６に配置されたレーンに
挿入された写真フィルム９に記録された駒画像をマスク１１に順次位置付ける。そして、
白色光源６１は白色光を発光し、白色光源６１での発光はカラーフィルタ駆動部６２によ
り駆動されるイエローフィルタ６３、マゼンタフィルタ６４、シアンフィルタ６５により
各画像駒に露光条件に応じた光源色に調整され、拡散ボックス６６により均一な光量分布
で写真フィルム９のマスク１１に位置付けられた駒画像を照明する。
【００４２】
焼付レンズ７１は、焼付位置６に配置されたレーン（図１では第一レーン１が配置された
状態を示す。）の写真フィルム９からプリント用感光材料である印画紙７に焼付露光する
ために、焼付位置６に配置されたレーンのマスク（図１では第一レーン１のマスク１１）
を通過した写真フィルム９に記録された駒画像の像を印画紙７に結像させる。この焼付レ
ンズ７１はズームレンズであり、図示しない制御部によって焼付倍率が決定され制御され
ている。なお、焼付レンズ７１はローレット上に配置された複数の異なる焼付倍率の単焦
点レンズから、制御部の制御により決定された焼付倍率の単焦点レンズを選択して、焼付
光路に配置するようにしてもよい。なお、印画紙７の代わりに、プリント用フィルムを供
給してもよい。
【００４３】
また、焼付レンズ７１のマスク側の光路に挿入離脱可能にミラー７２が設けられている。
そして、ミラー７２が光路に挿入された状態で、マスク位置にある写真フィルム９を撮影
できる位置に電子カメラ７３が設けられている。そして、ミラー７２が光路に挿入された
状態で、写真フィルム９を図１で左方向に１駒毎、マスクに位置付け、各駒の画像を電子
カメラ７３で撮影し、この撮影した駒画像の情報に基づいて図示しない制御部は各駒画像
に対する露光条件を決定する。そして、今度、写真フィルム９を図１で右方向に１駒毎、
マスクに位置付け、決定した露光条件で露光制御する。
【００４４】
印画紙は、図示しないロールマガジンに収容された感光材料の先端を給送方向８９から搬
送ローラ対８７により露光台８に給送し、制御部の制御により焼き付ける印画紙７のサイ
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ズに応じた長さ給送されたところでカッタ８６により、焼き付けられる印画紙７のサイズ
の長さに切断され、露光台８に給送される。
【００４５】
露光台８は、駆動ローラ８４、従動ローラ８２、８３によって掛けわたされた搬送ベルト
８１により、印画紙７を真空吸引しながら搬送する。駆動ローラ８４は制御部の制御によ
り、印画紙７のサイズに応じた距離だけ搬送ベルト８１を回転駆動させ、所定のプリント
位置に位置付け、また、焼き付け終了後、印画紙７のサイズに応じた距離だけ搬送ベルト
８１を回転駆動させ、送出ローラ対８５に送り、送出ローラ対８５とともに送出方向８０
に焼き付けが終了した印画紙７を送出する。また、搬送ベルト８１には真空吸引するため
に無数の孔が設けられており、給送された印画紙７を送出ローラ対８５に送出するまで、
搬送ベルト８１上で印画紙７の位置がずれないように、印画紙７をこれらの孔から吸引密
着させて移動・停止・保持する。
【００４６】
次に、本実施形態の写真焼付装置のキャリア３は、１３５サイズの写真フィルムを通すた
めの第一レーン１とＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムを通すための第二レーン２とを
平行に設けられたものである。以下、本実施形態の写真焼付装置のキャリアについて、本
実施形態の写真焼付装置のキャリアの第一状態の概略構成図である図２に基づいて説明す
る。
【００４７】
なお、１３５サイズの写真フィルムもＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムも複数の駒画
像を長尺方向に並べて記録した写真フィルムである。そして、１３５サイズの写真フィル
ムは、フルサイズ又はハーフサイズの駒画像を対応する所定の間隔で長尺方向に並べて記
録されているものが殆どであるが、一部の写真フィルムでは駒画像がずれた間隔で記録さ
れているものがあり、自動的に駒画像をマスク１１に位置させるためには、駒画像の位置
の検出が不可欠である。これに対して、ＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムでは、所定
の間隔で配置されたパーフォレーションの位置と駒画像の位置とが所定の関係にあるので
、パーフォレーションの位置を検出するだけで、駒画像の位置を検知することができる。
【００４８】
キャリア３の直線状の端を案内する縦方向移動用ガイド５により、キャリア３を縦方向５
０に移動させることができる。そして、所定の焼付位置６に第一レーン１が操作者から見
て横方向に配置された状態である第一状態（図２に示す状態）から、キャリア３を縦方向
５０に移動させると、焼付位置６に第二レーン２が操作者から見て横方向に配置された第
二状態（図３に示す状態）にできる。また、焼付位置６に第二レーン２が操作者から見て
横方向に配置された第二状態（図３に示す状態）から、キャリア３を縦方向５０に移動さ
せると、焼付位置６に第一レーン１が操作者から見て横方向に配置された状態である第一
状態（図２に示す状態）にできる。このように、キャリア３は移動させて、焼付位置６に
第一レーン１及び第二レーン２を切り換えて配置でき、１３５サイズの写真フィルムもＩ
Ｘ２４０規格を満たす写真フィルムも焼付位置６に配置でき、作業性を悪くさせるキャリ
アの交換をしなくても、これら１３５サイズの写真フィルムやＩＸ２４０規格を満たす写
真フィルムから焼き付けができる。
【００４９】
また、第一レーン１は、焼付位置６に配置されたとき（図２に示す状態や図４に示す状態
）に焼付位置６に位置するマスク１１を有し、第二レーン２は、焼付位置６に配置された
とき（図３に示す状態）に焼付位置６に位置するマスク２１を有する。そして、第一レー
ン１のマスク１１は、１３５サイズの写真フィルムの駒画像のサイズにより変更可能であ
り、フルサイズの場合は約３６ｍｍ×約２４ｍｍに、パノラマサイズの場合は約３６ｍｍ
×約１２ｍｍに、ハーフサイズの場合は約１６ｍｍ×約２４ｍｍに切り替えることができ
る。
【００５０】
また、焼付位置６に第一レーン１が配置されるとき（図２に示す状態や図４に示す状態）
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、キャリア３の円弧状の端を案内する回転用ガイド４により、キャリア３を回転方向４０
に回転させることができる。そして、図４に示すように、焼付位置６に位置するマスク１
１を操作者からみて縦にすることができる。１３５サイズの写真フィルムのハーフサイズ
に記録された駒画像から、１３５サイズの写真フィルムのフルサイズに記録された駒画像
からＬサイズの印画紙（約８９ｍｍ×約１２７ｍｍ）に焼き付けるときと同じ向きの同じ
サイズのＬサイズの印画紙（約８９ｍｍ×約１２７ｍｍ）に焼き付けることができるなど
、１３５サイズの写真フィルムのハーフサイズに記録された駒画像からも１３５サイズの
写真フィルムのフルサイズに記録された駒画像からも同じ向きの同じサイズのプリントを
簡単に得ることができる。
【００５１】
また、図示しない制御部は、焼付位置６に配置されたレーンに応じて焼付レンズ７１の焼
付倍率を決定し、焼付倍率に応じた焼付レンズ７１の絞り（焼付倍率が大きい程、絞った
方が必要な被写界深度になり好ましい。）と露光条件を決定する。これにより、焼付レン
ズ７１の焼付倍率を適切な焼付倍率にして、写真フィルムから印画紙に焼付露光すること
が簡単にできる。
【００５２】
また、キャリア３の第一レーン１の入口には挿入検出センサ１２が設けられており、この
挿入検出センサ１２は写真フィルム９が第一レーン１に挿入されたことを検出する。また
、キャリア３の第二レーン２の入口には挿入検出センサ２２が設けられており、この挿入
検出センサ２２は写真フィルム９が第二レーン２に挿入されたことを検出する。そして、
これらの挿入検出センサ１２、２２の検出信号は図示しない制御部に送られ、制御部はこ
れらの信号により、第一レーン１に写真フィルムが挿入されたか否かと第二レーン２に写
真フィルムが挿入されたか否かとを検知する。
【００５３】
なお、キャリア３の第二レーン２の挿入検出センサ２２が設けられたところの入口にセッ
ト・離脱可能に、蝶番３６を介してカートリッジ給送部３５が設けられている。このカー
トリッジ給送部３５は、第二レーン２の入口から離脱した状態で、写真フィルムを収容し
たＡＰＳカートリッジを着脱することができ、第二レーン２の入口にセットした状態で、
セットされたＡＰＳカートリッジから写真フィルムを第二レーン２に給送するものである
。そして、第二レーン２から戻ってきた写真フィルムをＡＰＳカートリッジに収容するも
のである。なお、ＡＰＳカートリッジから写真フィルムを第二レーン２に給送し始めてか
ら、完全に写真フィルムを収容させるまで、カートリッジ給送部３５は第二レーン２の入
口から離脱できないようになっている。これに対して、キャリア３の第一レーン１へは、
手差しにより１３５サイズの写真フィルムを給送する。
【００５４】
また、キャリア３の配置状態を検出する図示しない検出器が設けられており、このキャリ
ア３の配置状態を検出する図示しない検出器は、図２に示す状態のように第一レーン１が
露光位置６にあり、操作者からみてマスク１１が横になるように配置されている第一状態
、図３に示す状態のように第二レーン２が露光位置６にあり、操作者からみてマスク２１
が横になるように配置されている第二状態、図４に示す状態のように第一レーン１が露光
位置６にあり、操作者からみてマスク１１が縦になるように配置されている第三状態及び
これらの状態のいずれでもない第四状態のいずれかの状態であるかを検出する。そして、
図示しない制御部は、キャリア３の配置状態を検出する図示しない検出器の第一状態～第
四状態のいずれであるかの検出結果に応じて、利用するセンサなどの情報を取捨選択し、
また、制御する内容を変えて各部を制御する。
【００５５】
例えば、先ず、この検出器が第四状態であると検出した時に、制御部が第一レーン１又は
第二レーン２に写真フィルムが挿入されたと検知すると、キャリア３が完全に移動セット
されていない状態で写真フィルムが挿入されたとして、警告音を発し、正常な状態になる
まで焼付露光を禁止する制御を行う。これにより、キャリア３が完全に移動セットされて

10

20

30

40

50

(7) JP 3637471 B2 2005.4.13



いない状態で写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止することができる
。
【００５６】
また、この検出器が第二状態であると検出した時に、制御部が第一レーン１に写真フィル
ムが挿入されたことを検知すると、又は、この検出器が第一状態又は第三状態であると検
出した時に、制御部が第二レーン２に写真フィルムが挿入されたことを検知すると、すな
わち、焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィルムが誤挿入されたことを
検出すると、警告音を発し、正常な状態になるまで焼付露光を禁止する制御を行う。これ
により、誤ったレーン又は誤った状態で写真フィルムから焼付焼付露光しようとするミス
の発生を防止することができる。
【００５７】
なお、ここで、正常状態とは、写真フィルムが第一レーン１にも第二レーン２にも挿入さ
れていない状態、第一状態又は第三状態で第一レーン１にのみ写真フィルムが挿入された
状態、及び、第二状態で第二レーン２にのみ写真フィルムが挿入された状態のことである
。
【００５８】
また、図示しない制御部は、焼付位置６に配置されたレーンの写真フィルム９から焼付露
光される印画紙７のサイズと焼付倍率とを、焼付位置６に配置されたレーンに応じて決定
する。例えば、第一レーン１が焼付位置６に横方向に配置される第一状態だと、１３５サ
イズの写真フィルムのフルサイズの駒画像からトリミングされた縁無しプリントを得るた
めの焼付露光で、Ｌサイズ（約８９ｍｍ×約１２７ｍｍ）で焼付倍率約４．０倍及びパノ
ラマサイズ（約８９ｍｍ×約２５４ｍｍ）で焼付倍率約７．９倍から選択され、第一レー
ン１が焼付位置６に縦方向に配置される第三状態だと、１３５サイズの写真フィルムのハ
ーフサイズの駒画像からトリミングされた縁無しプリントを得るための焼付露光で、Ｌサ
イズ（約８９ｍｍ×約１２７ｍｍ）で焼付倍率約６．０倍を選択され、第二レーン２が焼
付位置６に配置される第二状態だと、ＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムからトリミン
グされた縁無しプリントを得るための焼付露光で、Ｃサイズ（約８９ｍｍ×約１２７ｍｍ
）で焼付倍率約６．０倍、Ｐサイズ（約８９ｍｍ×約２５４ｍｍ）で焼付倍率約９．４倍
及びＨサイズ（約８９ｍｍ×約１５８ｍｍ）で焼付倍率約６．０倍から選択される。これ
により、適切なサイズの印画紙７に焼付露光することが簡単にできる。なお、第一状態で
、１３５サイズの写真フィルムのフルサイズの駒画像からトリミングされた縁無しプリン
トを得るための焼付露光で、ハイビジョンサイズ（約８９ｍｍ×約１５８ｍｍ）で焼付倍
率約５．２倍を選択できるようにしてもよい。
【００５９】
また、キャリア３には、モータ５１がキャリア３の第一レーン１に対して第二レーン２と
反対側に設けられている。これにより、モータ５１が発生する磁界が後述する磁気ヘッド
３１～３４に悪影響を及ぼさないようにしている。
【００６０】
そして、モータ５１の軸にはスプロケット５２が嵌められており、スプロケット５２の回
転が伝達されるギヤ５３と共にモータ５１の回転が減速されて軸４７に伝達される。軸４
７にはプーリ５７が嵌められており、軸４７の回転がベルト５８に伝達される。また、軸
４７の第一レーン１の位置にはローラ１７が、第二レーン２の位置にはローラ２７が嵌め
られており、それぞれ第一レーン１の写真フィルム、第二レーン２の写真フィルムを搬送
駆動する。また、ベルト５８はプーリ５４、５５、５６に掛けわたされており、ベルト５
８の回転がプーリ５４、５５、５６に伝達されるようになっている。そして、プーリ５４
、５５、５６は軸４４、４５、４６に嵌められており、プーリ５４、５５、５６の回転が
軸４４、４５、４６に伝達される。そして、軸４４、４５、４６には、それぞれ、第一レ
ーン１の位置にローラ１４、１５、１６が嵌められており、第二レーン２の位置にローラ
２４、２５、２６が嵌められており、それぞれ第一レーン１の写真フィルム、第二レーン
２の写真フィルムを搬送駆動する。
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【００６１】
このように、モータ５１は、第一レーン１及び第二レーン２のいずれのレーンの写真フィ
ルムも搬送駆動する。これにより、搬送駆動のための機構のコストを低減できる。なお、
モータ５１の回転駆動は図示しない制御部の搬送制御に基づいて、制御されている。
【００６２】
すなわち、焼付位置６に配置されたレーンの写真フィルムを、焼付位置６に配置されたレ
ーンに応じた搬送制御で搬送する。なお、この焼付位置６に配置されたレーンに応じた搬
送制御には、焼付位置６に配置されたレーンに応じて、写真フィルムを搬送して順次駒画
像をマスク１１、２１に位置させる駒送り制御を含む。これにより、第一レーン１が焼付
位置６に配置される（図２に示す状態）と、１３５サイズの写真フィルムに合った駒送り
制御などの搬送制御で第一レーン１の写真フィルムを搬送し、第二レーン２が焼付位置６
に配置される（図３に示す状態）と、ＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムに合った駒送
り制御などの搬送制御で第二レーン２の写真フィルムを搬送することになり、焼付られる
写真フィルムに合った駒送り制御などの搬送制御に自動的にでき、極めて作業性が改善さ
れる。
【００６３】
この駒送り制御は、第一レーン１が焼付位置６に配置される（図２に示す状態）と、写真
フィルムの駒画像を画像検出センサ１３Ｅにより検出し、画像検出センサ１３Ｅにより検
出された駒画像の位置に基づいて写真フィルムを搬送して駒画像をマスク１１に位置させ
るものであり、第二レーン２が焼付位置６に配置されると、写真フィルムのパーフォレー
ションに基づいて写真フィルムを搬送して順次駒画像をマスク１１に位置させるものであ
る。これにより、１３５サイズの写真フィルムに対しては、前述の所定の法則を満たさな
い駒画像の配列であっても良好な駒送り制御となり、また、ＩＸ２４０規格を満たす写真
フィルムに対しては、写真フィルムのパーフォレーションに基づいて写真フィルムを搬送
して順次駒画像をマスク２１に位置させるので、非常に良好な駒送り制御となり、焼付ら
れる写真フィルムに合った駒送り制御にすることを自動的にできることにより、１３５サ
イズの写真フィルムであってもＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムであっても、良好な
駒送り制御が自動的にでき、極めて作業性が改善される。
【００６４】
また、第二レーン２には、第二レーンに搬送されているＩＸ２４０規格を満たす写真フィ
ルムの磁気情報の記録をする磁気ヘッド３２、３４が設けられており、また、第二レーン
２に搬送されているＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムの磁気情報の読取をする磁気ヘ
ッド３１、３３が設けられている。
【００６５】
また、第二レーン２が焼付位置６に配置される（図３に示す状態）と、ＩＸ２４０規格を
満たす写真フィルムから磁気ヘッド３１～３４によって磁気情報を記録又は読取できるよ
うに、ＩＸ２４０規格の写真フィルムを搬送する制御を行う。これにより、ＩＸ２４０規
格を満たす写真フィルムの磁気情報の良好な記録又は読取ができる。
【００６６】
第一レーン１には、１３５サイズの写真フィルムに記録されているＤＸコード及び駒番号
コードのバーコード情報を検出する読取センサ１３Ａ～１３Ｄが備えられている。また、
１３５サイズの写真フィルムの駒画像の位置を検出する画面センサ１３Ｅが設けられてい
る。また、第二レーン２には、ＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムに記録されているプ
リントサイズを示すコードなどのバーコード情報とパーフォレーションを検出する読取セ
ンサ２３Ａ～２３Ｄが備えられている。
【００６７】
そして、第一レーン１に設けられた画像検出センサ１３Ｅは、搬送されている写真フィル
ムの濃淡の変化から、１３５サイズの写真フィルムの駒画像の位置を検出する。
【００６８】
これら読取センサ１３Ａ～１３Ｄと読取センサ２３Ａ～２３Ｄは、焼付位置６に配置され
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たレーンの読取センサの検出結果が読取回路に伝達されるように切替えられる。これにつ
いて、本実施形態のセンサ回路の概略回路図である図６に基づいて説明する。
【００６９】
読取センサ１３Ａ～１３Ｄの各々のセンサを構成するＬＥＤ９４Ａと受光センサ９５Ａと
が、バーコードが記録される位置の写真フィルムを通過したＬＥＤ９４Ａの発光を受光で
きる位置に受光センサ９５Ａが設けられている。また、同様に、読取センサ２３Ａ～２３
Ｄの各々のセンサを構成するＬＥＤ９４Ｂと受光センサ９５Ｂとが、バーコードが記録さ
れる位置の写真フィルムを通過したＬＥＤ９４Ｂの発光を受光できる位置に受光センサ９
５Ｂが設けられている。
【００７０】
そして、ＬＥＤ９４Ａは直流電源９１Ａに接続されており、常時発光しており、ＬＥＤ９
４Ｂは直流電源９１Ｂに接続されており、常時発光している。従って、受光センサ９５Ａ
、９５Ｂ共に常時何らかの検出信号を出している。
【００７１】
そして、受光センサ９５Ａ、９５Ｂはスイッチング回路９６に接続されている。そして、
スイッチング回路９６は、図示しない制御部の制御により、焼付位置６に配置されたレー
ンの受光センサの検出信号が読取回路９９に伝達されるように切替える。
【００７２】
そして、スイッチング回路９６は増幅器９７に接続されており、増幅器９７は焼付位置６
に配置されたレーンの受光センサの検出信号を増幅する。そして、増幅器９７はＡ／Ｄ変
換器９８に接続されており、Ａ／Ｄ変換器９８は焼付位置６に配置されたレーンの受光セ
ンサの増幅された検出信号をデジタル化する。そして、Ａ／Ｄ変換器９８は読取回路９９
に接続されており、読取回路９９は焼付位置６に配置されたレーンの受光センサのデジタ
ル化された検出信号に基づいて、焼付位置６に配置されたレーンの読取センサ１３Ａ～１
３Ｄ又は読取センサ２３Ａ～２３Ｄの検出信号から写真フィルム９に記録されているバー
コードの情報を読み取る。
【００７３】
これにより、第一レーン１及び第二レーン２で増幅器９７、Ａ／Ｄ変換器９８及び読取回
路９９を問題なく共用するができ、増幅器９７、Ａ／Ｄ変換器９８及び読取回路９９の分
だけコストを低減することができる。
【００７４】
また、読取センサ１３Ａ～１３Ｄは第一レーン１に挿入された写真フィルムの幅を検出す
る機能も有している。これは、読取回路９９が読取センサ１３Ａ～１３Ｄからの検出信号
を解析することにより、第一レーン１に挿入された写真フィルムの幅を検出するもので、
検出した幅に関する情報が図示しない制御部に送られる。図示しない制御部は送られた第
一レーン１に挿入された写真フィルムの幅に関する情報に基づき、誤った幅の写真フィル
ムが誤挿入されたと判断した場合、誤った幅の写真フィルムが誤挿入されたことを検出し
、警告音を発すると同時に、誤った幅の写真フィルムが排除されるまで焼付露光を禁止す
る制御を行う。
【００７５】
また、同様に、読取センサ２３Ａ～２３Ｄは第二レーン２に挿入された写真フィルムの幅
を検出する機能も有している。これは、読取回路９９が読取センサ２３Ａ～２３Ｄからの
検出信号を解析することにより、第二レーン２に挿入された写真フィルムの幅を検出する
もので、検出した幅に関する情報が図示しない制御部に送られる。図示しない制御部は送
られた第二レーン２に挿入された写真フィルムの幅に関する情報に基づき、誤った幅の写
真フィルムが誤挿入されたと判断した場合、誤った幅の写真フィルムが誤挿入されたこと
を検出し、警告音を発すると同時に、誤った幅の写真フィルムが排除されるまで焼付露光
を禁止する制御を行う。
【００７６】
これらにより、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィルムから
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焼付露光されることを防止することができる。
【００７７】
次に、本実施形態のセンサ回路の変形形態について、本実施形態のセンサ回路の変形形態
の概略回路図である図７に基づいて説明する。
【００７８】
読取センサ１３Ａ～１３Ｄの各々のセンサを構成するＬＥＤ９４Ａと受光センサ９５Ａと
が、バーコードが記録される位置の写真フィルムを通過したＬＥＤ９４Ａの発光を受光で
きる位置に受光センサ９５Ａが設けられている。また、同様に、読取センサ２３Ａ～２３
Ｄの各々のセンサを構成するＬＥＤ９４Ｂと受光センサ９５Ｂとが、バーコードが記録さ
れる位置の写真フィルムを通過したＬＥＤ９４Ｂの発光を受光できる位置に受光センサ９
５Ｂが設けられている。
【００７９】
そして、ＬＥＤ９４Ａ、９４Ｂはスイッチ９３に接続されており、スイッチ９３は直流電
源９１Ａに接続されており、図示しない制御部の制御により、焼付位置６に配置されたレ
ーンのＬＥＤ９４Ａ又はＬＥＤ９４Ｂと直流電源９１Ａに接続する。従って、スイッチ９
３により接続されたＬＥＤ９４Ａ又はＬＥＤ９４Ｂが発光し、対応する受光センサ９５Ａ
又は受光センサ９５Ｂが受光して検出信号を発することになり、図示しない制御部によっ
て制御されているスイッチ９３により焼付位置６に配置されたレーンの受光センサの検出
信号が読取回路９９に伝達されるように切替えられる。
【００８０】
そして、受光センサ９５Ａ、９５Ｂは増幅器９７に接続されており、増幅器９７は焼付位
置６に配置されたレーンの受光センサの検出信号を増幅する。そして、増幅器９７はＡ／
Ｄ変換器９８に接続されており、Ａ／Ｄ変換器９８は焼付位置６に配置されたレーンの受
光センサの増幅された検出信号をデジタル化する。そして、Ａ／Ｄ変換器９８は読取回路
９９に接続されており、読取回路９９は焼付位置６に配置されたレーンの受光センサのデ
ジタル化された検出信号に基づいて、焼付位置６に配置されたレーンの読取センサ１３Ａ
～１３Ｄ又は読取センサ２３Ａ～２３Ｄの検出信号から写真フィルム９に記録されている
バーコードの情報を読み取る。
【００８１】
これにより、第一レーン１及び第二レーン２で直流電源９１、増幅器９７、Ａ／Ｄ変換器
９８及び読取回路９９を問題なく共用することができ、直流電源９１、増幅器９７、Ａ／
Ｄ変換器９８及び読取回路９９の分だけコストを低減することができる。
【００８２】
次に、キャリア３のフィルム圧着板４１について、説明する。このフィルム圧着板４１は
、圧着ソレノイド４２により、第一レーン１及び第二レーン２のいずれに対しても、写真
フィルム９を各レーンのマスク１１、２１側に圧着させて、良好な焼付露光ができるよう
にするためのもので、写真フィルム９の駒画像をマスク１１、２１に位置付けると直ちに
、圧着ソレノイド４２によりフィルム圧着板４１をマスク１１、２１側に圧着させること
で、写真フィルム９を各レーンのマスク１１、２１側に圧着させて、浮き上がらないよう
にして、良好な焼付露光ができるようにする。そして、焼付露光が終わると直ちに、圧着
ソレノイド４２によりフィルム圧着板４１をマスク１１、２１側から離して、写真フィル
ム９をツレや位置ズレなどが生じないように良好に搬送できるようにする。
【００８３】
実施形態２
本実施形態の写真焼付装置は、実施形態１の変形形態であり、キャリア３の構造のみが相
違する。以下、本実施形態のキャリアの概略構成図である図５に基づいて、実施形態１と
の相違点のみ説明する。
【００８４】
本実施形態のキャリア３は、操作者から見て手前にＩＸ２４０規格を満たす写真フィルム
を通す第二レーン２が設けられており、所定の焼付位置６に第二レーン２が操作者から見
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て横方向に配置された状態である甲状態（図５に示す状態）から、キャリア３を縦方向５
０に移動させると、焼付位置６に第一レーン１が操作者から見て横方向に配置された乙状
態にできる。このように、キャリア３は移動させて、焼付位置６に第一レーン１及び第二
レーン２を切り換えて配置でき、１３５サイズの写真フィルムもＩＸ２４０規格を満たす
写真フィルムも焼付位置６に配置でき、作業性を悪くさせるキャリアの交換をしなくても
これらから焼き付けができる。
【００８５】
また、キャリア３には、モータ５１がキャリア３の第二レーン２に対して第一レーン１と
反対側に設けられている。これにより、モータ５１が第二レーン２の側に配置でき、より
高い搬送速度精度が要求されるＩＸ２４０規格を満たす写真フィルムの搬送をより高い搬
送速度精度で搬送することが比較的簡単にできる。
【００８６】
また、本実施形態では、キャリア３の第二レーン２に対して第一レーン１と反対側にのみ
モータ５１を設けたが、第一レーン１側にもモータを設け、それぞれのレーンをそれぞれ
のモータが搬送駆動するようにして、さらに高い搬送速度精度の搬送をより簡単に行える
ようにしてもよい。
【００８７】
また、図示しない駆動モータ及びラックピニオンなどからなる縦方向５０にキャリア３を
移動させるキャリア移動機構が設けられている。そして、キャリア３の配置状態を検出す
る図示しない検出器は、甲状態、乙状態及びこれらの状態のいずれでもない丙状態のいず
れかの状態であるかを検出する。そして、図示しない制御部は、キャリア３の配置状態を
検出する図示しない検出器の第一状態～第四状態のいずれであるかの検出結果に応じて、
利用するセンサなどの情報を取捨選択し、また、制御する内容を変えて各部を制御する。
【００８８】
例えば、この検出器が丙状態であると検出した時に、制御部が第一レーン１又は第二レー
ン２に写真フィルムが挿入されたと検知すると、キャリア移動機構は、挿入されたレーン
が焼付位置６に配置されるように、キャリア３を移動させる。また、この検出器が甲状態
であると検出した時に、制御部が第一レーン１に写真フィルムが挿入されたことを検知す
ると、又は、この検出器が乙状態であると検出した時に、制御部が第二レーン２に写真フ
ィルムが挿入されたことを検知すると、すなわち、焼付位置６に配置されたレーンと異な
るレーンに写真フィルムが挿入されたことを検出すると、キャリア移動機構は、挿入され
たレーンが焼付位置６に配置されるように、キャリア３を移動させる。
【００８９】
そして、乙状態で第一レーン１に写真フィルムが挿入された状態、又は、甲状態で第二レ
ーン２に写真フィルムが挿入された状態では、キャリア移動機構は駆動せず、モータ５１
の駆動により、写真フィルムが搬送される。
【００９０】
このように、挿入検出センサ１２、２２による検出結果に基づいて、キャリア３を自動的
に移動させて、所定の焼付位置６に第一レーン１及び第二レーン２を切り換えて配置させ
るキャリア移動機構を有するので、焼付位置６に配置されたレーンと異なるレーンに写真
フィルム９を挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生
を防止でき、また、人手によって、キャリア３を移動させて、所定の焼付位置６に第一レ
ーン１や第二レーン２を切り換えて配置する労力が不要となる。
【００９１】
実施形態３
本実施形態の写真焼付装置は、実施形態１の変形形態であり、図示しない印画紙を供給す
るマガジンが３つセットでき、セットされた３つのマガジンから供給される印画紙を選択
できるようにしたもので、これら３つのマガジンとして、例えば、約８９ｍｍ幅の印画紙
を収容したマガジンと、約１２７ｍｍ幅の印画紙を収容したマガジンと、約２５４ｍｍ幅
の印画紙を収容したマガジンとから選択して、プリント位置に印画紙を供給できるもので
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ある。以下、実施形態１との相違点に付いて説明する。
【００９２】
そして、各マガジンからこのロールマガジンに収容された感光材料の先端を給送方向８９
から搬送ローラ対８７により露光台８に給送されるようになっている。
【００９３】
そして、１３５サイズの写真フィルムに記録された駒画像がハーフサイズの場合、約１２
７ｍｍ幅の印画紙を収容したマガジンから、約１２７ｍｍ幅の印画紙を給送して、焼付倍
率約６．０倍で、図２に示す第一状態で、１３５サイズの写真フィルムのハーフサイズに
記録された駒画像から、Ｌサイズの印画紙（約１２７ｍｍ×約８９ｍｍ）を焼付露光され
る。また、１３５サイズの写真フィルムに記録された駒画像がフルサイズの場合、図２に
示す第二状態で、約１２７ｍｍ幅の印画紙を収容したマガジンから、約１２７ｍｍ幅の印
画紙を給送して、焼付倍率約４．０倍で、１３５サイズの写真フィルムのフルサイズに記
録された駒画像から、Ｌサイズの印画紙（約１２７ｍｍ×約８９ｍｍ）を焼付露光され、
１３５サイズの写真フィルムに記録された駒画像がパノラマサイズの場合、図２に示す第
二状態で、約２５５ｍｍ幅の印画紙を収容したマガジンから、約２５４ｍｍ幅の印画紙を
給送して、焼付倍率約７．９倍で、１３５サイズの写真フィルムのフルサイズに記録され
た駒画像から、パノラマサイズの印画紙（約２５４ｍｍ×約８９ｍｍ）を焼付露光される
。
【００９４】
これにより、印画紙の給送速度を早めることができ、より効率的に焼付露光することがで
きる。
【０１１３】
【発明の効果】
　請求項 記載の発明により、少なくとも前記焼付位置に配置されたレーンにおいて誤
った幅の写真フィルムが誤挿入された場合、誤った幅の写真フィルムが誤挿入されたこと
を検出するので、写真フィルムを誤ったレーンに挿入された状態で、この写真フィルムか
ら焼付露光されることを防止することができる。
【０１１４】
　請求項 記載の発明により、焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィ
ルムを挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止
することができる。
【０１１５】
　請求項 に記載の発明により、焼付位置に配置されたレーンと異なるレーンに写真フィ
ルムを挿入された状態で、この写真フィルムから焼付露光しようとするミスの発生を防止
でき、また、人手によって、前記キャリアを移動させて、所定の焼付位置に前記第一レー
ン及び前記第二レーンを切り換えて配置する労力が不要となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態１、２の写真焼付装置の概略図。
【図２】実施形態１のキャリアの概略構成図（上面図）。（第一状態）
【図３】実施形態１のキャリアの概略構成図（上面図）。（第二状態）
【図４】実施形態１のキャリアの概略構成図（上面図）。（第三状態）
【図５】実施形態２のキャリアの概略構成図（上面図）。
【図６】実施形態１、２のセンサ回路の概略回路図。
【図７】実施形態１、２のセンサ回路の変形形態の概略回路図。
【符号の説明】
１　第一レーン
２　第二レーン
３　キャリア
４　回転用ガイド
５　縦方向移動用ガイド
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１に

２に

３



６　焼付位置
７　印画紙
８　露光台
９　写真フィルム
１１、２１　マスク
１２、２２　挿入検出センサ
１３　センサ
７１　焼付レンズ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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